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第３１回「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰 

～「淀さくらを育てる会(伏見区)」が受賞！～  

 

 この度，京都市が推薦した「淀さくらを育てる会」の緑化の推進に関する取

組等の功績が認められ，第３１回「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰を

受賞されますので，お知らせします。 
  
 
１ 受賞団体 

淀さくらを育てる会（伏見区） 

⑴  受賞内容 河津桜の植樹，育成管理を主とした緑化の推進に関する活 

動を１０年以上継続し，淀地域での桜の名所づくりに貢献 

するとともに，「淀の河津さくらまつり」の主催などの地域 

振興活動 

⑵  活動期間 平成１８年～現在も活動中 

⑶  受 賞 歴 平成２４年度「京都市都市緑化推進功労者表彰」受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

  



 

２ 表彰式 

令和２年５月１６日（土）の第３１回全国「みどりの愛護」のつどい（福井

県福井運動公園）において感謝状授与等を行う予定でしたが，新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大防止の観点から，式典及び記念植樹を取りやめることと

いたしました。 

 

３ 淀さくらを育てる会について 

  淀緑地新町地区愛護協力会「新町会」と下津地区愛護協力会「下津会」（そ

の後通称を「緑水の径」に変更）が共同実施していた河津桜の植樹活動を行

う団体として平成１８年に発足し，現在１２０余名の個人会員と企業や団体

による会員約１０団体が参加登録されています。 

淀緑地で最初に植樹された２本の河津桜が，淀緑地内では約２００本にまで

増え，地元２学区の小学校と中学校，淀城跡公園などを含めると，淀地域一帯

の河津桜は３００本を超えるまでになっています。様々なメディアや観光冊子

で「淀の河津桜」として紹介され，多くの方に河津桜を楽しんでいただけるこ

とを励みに，活動を続けておられます。 

 

 

 

 

 

 

「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰について 

 「みどりの日」の制定の趣旨を踏まえ，国際花と緑の博覧会開催の理念を将来へ継承し，

緑を守り育てる国民運動を更に積極的に推進していくため，花と緑の愛護に顕著な功績

のあった民間の団体に対して，その功績をたたえ，国民的運動としての緑化推進活動の

模範として表彰が行われるものです。 


